
36農業経営者 2021 年 3 月号

３
０
ha
に
ま
で
拡
大
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
前
述
の
亜
麻
工
場
で
は
運

搬
コ
ス
ト
の
合
う
30
㎞
圏
内
で
栽
培
さ
れ

た
原
料
し
か
受
け
付
け
ず
、
原
料
不
足
に

陥
っ
た
。
残
る
２
社
で
も
、
ヘ
ン
プ
繊
維

の
強
靭
さ
ゆ
え
に
既
存
の
収
穫
機
で
対
応

で
き
ず
、
安
価
な
一
次
加
工
機
で
は
満
足

な
品
質
の
繊
維
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
潜

在
的
な
売
り
先
だ
っ
た
国
内
の
自
動
車
向

け
の
繊
維
工
場
や
タ
バ
コ
紙
工
場
と
の
連

携
不
足
も
あ
り
、
08
年
に
３
社
と
も
事
業

継
続
が
難
し
く
な
っ
た
。
そ
の
影
響
は
、

同
年
に
約
２
億
４
０
０
０
万
円
を
投
じ
て

ヘ
ン
プ
断
熱
材
の
製
造
工
場
を
新
設
し
た

カ
ナ
ベ
ス
ト
社
に
も
及
ん
だ
。
国
内
で
ヘ

ン
プ
繊
維
を
調
達
す
る
計
画
が
頓
挫
し
、

１
０
０
０
㎞
離
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
供

給
に
切
り
替
え
る
対
応
を
迫
ら
れ
た
の

だ
。
当
然
、
拡
大
し
て
い
た
ヘ
ン
プ
の
栽

培
面
積
も
、
10
年
に
は
再
び
１
３
０
ha
に

行
な
う
と
ヘ
ン
プ
や
亜
麻
の
収
穫
が
悪
く

な
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。

繊
維
・
一
次
加
工
で
の
失
敗

第
二
次
世
界
大
戦
以
降
、
ヘ
ン
プ
栽
培

は
米
国
の
影
響
を
受
け
た
西
欧
諸
国
で
は

禁
止
さ
れ
て
い
た
が
、
当
時
の
チ
ェ
コ
ス

ロ
バ
キ
ア
は
東
欧
の
社
会
主
義
国
家
だ
っ

た
た
め
、
栽
培
を
継
続
で
き
た
。
04
年
に

改
正
さ
れ
た
精
神
作
用
物
質
法
に
基
づ
く

現
行
制
度
で
は
、
①
産
業
、
研
究
、
起
業

活
動
を
目
的
と
す
る
ヘ
ン
プ
繊
維
と
ヘ
ン

プ
種
子
の
入
手
・
保
管
・
加
工
に
は
許
可

が
必
要
な
い
こ
と
、
②
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
主

成
分
で
あ
る
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
が
０
・
３
％
未

満
の
大
麻
草
の
使
用
を
制
限
し
な
い
こ

と
、
③
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
０
・
３
％
以
上
の
大

麻
草
を
扱
う
場
合
は
医
療
使
用
を
例
外
と

す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

こ
の
規
制
緩
和
を
受
け
て
、
３
社
が
ヘ

ン
プ
繊
維
の
一
次
加
工
事
業
を
立
ち
上
げ

た
。
後
押
し
し
た
の
は
、
05
年
に
政
府
と

栽
培
農
家
、繊
維
用
途
の
一
次
加
工
会
社
、

そ
の
他
の
関
連
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

し
て
発
足
し
た
チ
ェ
コ
共
和
国
ヘ
ン
プ
協

会
だ
。
約
５
０
０
０
万
円
を
投
じ
て
、
収

穫
機
や
繊
維
と
オ
ガ
ラ
（
麻
幹
）
を
分
離

す
る
一
次
加
工
機
を
既
存
の
亜
麻
工
場
に

設
置
し
た
ほ
か
、
他
の
２
社
に
も
一
次
加

工
機
の
導
入
を
支
援
し
た
。
受
け
皿
が
拡

大
し
た
こ
と
か
ら
、
ヘ
ン
プ
の
栽
培
面
積

は
00
年
の
１
２
９
ha
か
ら
07
年
に
は
１
７

チ
ェ
コ
共
和
国
は
北
海
道
と
ほ
ぼ
同
面

積
で
、
中
央
の
モ
ラ
ビ
ア
高
地
以
外
の
大

半
に
は
低
平
な
丘
陵
地
が
広
が
っ
て
い

る
。
人
口
は
約
１
０
６
７
万
人
。
１
９
８

９
年
の
「
ビ
ロ
ー
ド
革
命
」
を
受
け
て
、

93
年
に
ス
ロ
バ
キ
ア
と
分
離
後
、
国
営
企

業
の
民
営
化
、
市
場
経
済
に
移
行
し
、
04

年
に
Ｅ
Ｕ
加
盟
を
実
現
し
た
。
農
業
分
野

で
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
大
麦
、
小
麦
、
ラ

イ
ム
ギ
、
ホ
ッ
プ
の
栽
培
、
牧
畜
が
盛
ん

で
あ
る
。ヘ
ン
プ
も
19
世
紀
ま
で
は
亜
麻
、

豆
類
、
テ
ー
ブ
ル
ビ
ー
ト
、
キ
ャ
ベ
ツ
と

の
輪
作
ベ
ー
ス
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
地
の
ヘ
ン
プ
栽
培
は
、
考
古
学
に

お
け
る
ラ
ベ
渓
谷
の
花
粉
研
究
に
よ
り
、

紀
元
前
２
０
０
年
頃
か
ら
始
ま
り
、
９
～

10
世
紀
頃
に
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る
。
チ
ェ
コ
語
で
ヘ
ン
プ
を
意
味
す

る
「
コ
ノ
ピ
（K

onopi
）」
は
、
首
都
プ

ラ
ハ
近
郊
の
地
名
コ
ノ
ピ
シ
ュ
チ
ェ

（K
onopiště

）
に
も
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
民
間
信
仰
に
も
ヘ
ン
プ
に
関
わ

る
言
い
伝
え
が
あ
る
。
中
欧
・
東
欧
に
居

住
す
る
ス
ラ
ブ
人
に
崇
拝
さ
れ
て
い
た
モ

コ
ス
は
、
紡
績
を
司
り
、
女
性
の
健
康
と

子
ど
も
た
ち
を
世
話
す
る
女
神
で
あ
る
。

ス
ラ
ブ
の
女
性
は
、
モ
コ
ス
に
供
物
を
捧

げ
る
と
き
、
ヘ
ン
プ
の
種
子
を
水
に
投
げ

た
と
い
う
。
ま
た
、チ
ェ
コ
（
ボ
ヘ
ミ
ア
）

で
は
、
重
要
な
聖
な
る
日
に
、
織
り
物
、

編
み
物
、
穀
物
の
粉
砕
な
ど
の
特
定
の
作

業
を
す
る
こ
と
は
不
吉
な
行
為
と
さ
れ
、

チェコ
寛容な大麻規制でＣＢＤ先進国へ
欧州新規食品の壁を越える

第  回39
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図２：白色結晶粉末状のCBDアイソレート 図１：チェコ産のヘンプ化粧品ブランド「ANNABIS」

出典：https://www.annabis.cz
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社
は
、
栄
養
価
が
高
く
ス
キ
ン
ケ
ア
に
有

望
な
ヘ
ン
プ
シ
ー
ド
を
利
用
し
た
化
粧
品

と
食
品
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
メ
ー
カ
ー
で
あ

る
（
図
１
）。
新
製
品
の
研
究
開
発
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
欧
州
各
国
、
北
米
、

南
米
に
販
売
代
理
店
を
置
い
て
事
業
を
拡

大
し
て
い
る
。

欧
州
で
唯
一
の「
新
規
食
品
」に 

対
応
し
た
Ｃ
Ｂ
Ｄ
製
品

チ
ェ
コ
は
欧
米
諸
国
の
な
か
で
も
大
麻

に
寛
容
な
国
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
10

年
に
最
大
15
ｇ
ま
で
の
大
麻
所
持
と
５
株

ま
で
の
自
家
栽
培
が
非
犯
罪
化
さ
れ
た
。

さ
ら
に
13
年
の
医
療
用
大
麻
の
合
法
化
に

伴
い
、
必
要
と
す
る
患
者
と
診
断
す
る
医

師
・
看
護
師
を
登
録
制
と
し
、
所
持
を
最

大
１
８
０
ｇ
ま
で
認
め
た
。
供
給
体
制
は

不
十
分
だ
が
、
16
年
か
ら
ラ
イ
セ
ン
ス
を

持
つ
薬
局
か
ら
も
購
入
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
う
し
た
同
国
の
大
麻
規
制
事
情

を
反
映
し
て
、
10
年
か
ら
毎
年
、
首
都
プ

ラ
ハ
で
、
カ
ン
ナ
フ
ェ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る

欧
州
最
大
規
模
の
医
療
用
大
麻
・
嗜
好
用

大
麻
・
産
業
用
ヘ
ン
プ
を
す
べ
て
扱
う
展

示
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

大
麻
草
に
含
ま
れ
る
１
０
０
種
類
以
上

の
化
学
成
分
を
総
じ
て
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド

と
呼
ぶ
。
な
か
で
も
、
近
年
世
界
的
に
注

目
さ
れ
、
市
場
を
急
速
に
拡
大
し
て
い
る

健
康
機
能
成
分
が
向
精
神
作
用
の
な
い
Ｃ

Ｂ
Ｄ
（
カ
ン
ナ
ビ
ジ
オ
ー
ル
）
だ
。
Ｃ
Ｂ

す
べ
て
の
Ｃ
Ｂ
Ｄ
製
品
（
ア
イ
ソ
レ
ー
ト

Ｃ
Ｂ
Ｄ
は
天
然
品
と
合
成
品
の
両
方
）
を

製
造
・
販
売
し
て
い
る
（
図
２
）。
医
療

グ
レ
ー
ド
に
対
応
す
る
た
め
に
18
年
に
欧

州
の
医
薬
品
の
製
造
管
理
お
よ
び
品
質
管

理
の
基
準
で
あ
る
「
Ｇ
Ｍ
Ｐ
」
を
取
得
し

た
。
さ
ら
に
、
Ｃ
Ｂ
Ｇ
（
カ
ン
ナ
ビ
ゲ
ロ

ー
ル
）、
Ｃ
Ｂ
Ｃ
（
カ
ン
ナ
ビ
ク
ロ
メ
ン
）

な
ど
の
Ｃ
Ｂ
Ｄ
に
続
く
ヘ
ン
プ
由
来
の
機

能
性
成
分
の
製
品
も
手
が
け
て
い
る
。

新
規
食
品
に
関
わ
る
懸
念
事
項
は
、
一

般
食
品
の
安
全
性
の
目
安
と
な
る
1
日
当

た
り
の
無
毒
性
量
（
摂
取
量
）
が
科
学
的

に
不
明
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。
今
後
、
欧
州

食
品
安
全
機
関
（
Ｅ
Ｆ
Ｓ
Ａ
）
が
明
ら
か

に
す
る
と
さ
れ
る
Ｃ
Ｂ
Ｄ
の
無
毒
性
量

は
、
現
状
の
電
子
タ
バ
コ
や
医
薬
品
、
化

粧
品
だ
け
で
な
く
、
栄
養
補
助
食
品
や
食

品
添
加
物
、
ペ
ッ
ト
飼
料
へ
の
Ｃ
Ｂ
Ｄ
市

場
の
拡
大
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

Ｄ
製
品
は
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
成
分
の
Ｔ
Ｈ
Ｃ

や
そ
の
ほ
か
の
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
、
テ
ル

ペ
ン
、
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
の
含
有
に
よ
り
３

つ
に
分
類
さ
れ
る
が
、
チ
ェ
コ
で
は
い
ず

れ
も
使
用
可
能
で
あ
る
（
表
１
）。

Ｃ
Ｂ
Ｄ
は
、
19
年
1
月
に
Ｅ
Ｕ
の
行
政

執
行
を
担
う
欧
州
委
員
会
よ
り
、
97
年
５

月
15
日
以
前
に
人
間
が
相
当
量
食
べ
て
い

な
か
っ
た
と
定
義
さ
れ
て
い
る
「
新
規
食

品
（
ノ
ベ
ル
フ
ー
ド
）」
に
暫
定
的
に
該

当
す
る
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
た
。
新
規

食
品
を
市
場
流
通
さ
せ
る
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
科
学
的
な
安
全
性
デ
ー
タ
が
必
要

で
、
そ
の
検
証
に
は
１
製
品
当
た
り
約
30

万
ユ
ー
ロ
（
約
３
６
０
０
万
円
）
か
か
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
ヘ
ン
プ
の
葉
や
花
は

ア
ジ
ア
諸
国
で
の
食
経
験
に
加
え
て
、
18

年
6
月
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
依
存
性
薬
物
専
門
家

委
員
会
の
報
告
や
、
20
年
11
月
に
欧
州
司

法
裁
判
所
が
麻
薬
対
象
外
と
し
た
判
決
か

ら
安
全
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、

業
界
団
体
で
あ
る
欧
州
産
業
用
ヘ
ン
プ
協

会
（
Ｅ
Ｉ
Ｈ
Ａ
）
が
見
解
を
覆
す
た
め
に

交
渉
を
続
け
て
い
る
。

こ
の
問
題
が
顕
在
化
す
る
以
前
の
16
年

に
Ｅ
Ｕ
規
則
２
０
１
５
／
２
２
８
３
に
基

づ
く
新
規
食
品
申
請
を
行
な
い
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ

製
品
で
唯
一
20
年
３
月
に
適
合
性
を
認
め

ら
れ
た
の
が
、Ｃ
Ｂ
Ｄｅｐ
ｏ
ｔ
社
で
あ
る
。

隣
国
ス
ロ
バ
キ
ア
で
ヘ
ン
プ
事
業
を
展
開

し
て
い
た
ボ
リ
ス
氏
が
、
14
年
に
プ
ラ
ハ

北
部
の
テ
プ
リ
ツ
ェ
に
設
立
し
て
以
来
、

ま
で
萎
ん
だ
。
現
在
で
も
断
熱
材
や
紙
、

建
材
な
ど
の
繊
維
利
用
分
野
で
は
、
チ
ェ

コ
国
内
に
一
次
加
工
工
場
が
な
い
こ
と
が

課
題
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
種
子
利
用
は
、
設
備
投
資
が
繊

維
事
業
に
比
べ
て
少
な
く
、
世
界
的
な
需

要
拡
大
を
背
景
に
順
調
に
推
移
し
て
い

る
。
11
年
に
設
立
し
た
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｓ

表１：CBD製品の分類

図２：白色結晶粉末状のCBDアイソレート

フルスペクトラムCBD ブロードスペクトラムCBD アイソレートCBD

成分
THCを含むすべてのカンナビ
ノイド、テルペン、フラボノ
イド

THC（0.3%未満）、ほぼすべ
てのカンナビノイド、テルペ
ン、フラボノイド

CBDのみ
（99%以上、CBDAを含む

場合もある）

特徴
加工食品に添加時はTHC濃度
を0.3%未満にする。薬物検査
でTHC検出のリスクあり。

THC摂取を避け、有効成分を
利用したい人向け。THCフリ
ー製品と表記される。

ヘンプから抽出し、ほかの成
分を除去した天然品と、化学
合成した合成品がある。

形状 主にオイル状 主にオイル状 結晶粉末状

価格
（2020年現在）

約30万円/㎏
（CBD：60%含有）

約115万円/㎏
（CBD：60〜80%含有）

約57万円/㎏
（CBD：98%含有）

チェコの規制 使用可能 使用可能 使用可能

日本の規制 使用不可 一部で使用可能 使用可能

出典：https://www.cbdepot.eu


